
 

 

最先任上級曹長 

准陸尉 濱 良道 
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「
万
里
一
空
」 

  
令
和
六
年
夏
、
セ
ー
ヌ
川
に
五

色
の
輪
が
翻
め
く
中
、
四
年
に
一

度
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
た
。
巴
里
の
青

空
の
下
で
躍
動
す
る
選
手
達
に
、

世
界
中
の
人
々
が
心
か
ら
エ
ー
ル

を
送
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
「
五
輪
」
と

表
記
し
た
の
は
一
九
三
六
年
の
読

売
新
聞
が
最
初
で
あ
っ
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
六
文
字
で
あ
る
た

め
、
「
新
聞
の
見
出
し
に
は
長

い
、
略
せ
な
い
か
」
と
相
談
を
受

け
て
い
た
当
時
の
川
本
信
正
記
者

は
、
文
芸
春
秋
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
宮
本
武
蔵
の
「
五
輪
書
（
ご
り

ん
の
し
ょ
）
」
に
関
す
る
記
事
を

み
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ー
ク
と

語
呂
か
ら
「
こ
れ
だ
！
」
と
思
い

付
い
た
そ
う
で
あ
る
。
宮
本
武
蔵

も
自
分
の
書
い
た
兵
法
書
の
題
名

が
、
約
三
〇
〇
年
の
時
を
経
て
世

界
の
祭
典
の
当
て
字
に
使
わ
れ
る

と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
に
違

い
な
い
。 

 

五
輪
書
に
「
山
水
三
千
世
界
を

万
里
一
空
に
入
れ
、
満
天
地
と
も

ま
と
め
る
（
世
界
は
一
つ
の
空
の

も
と
に
あ
り
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て

も
同
じ
世
界
で
あ
る
）
」
と
い
う 

 

准
看
護
学
院
（
学
院
長
：
松
尾
二

佐
）
は
令
和
六
年
六
月
十
四
日
、
第
四

十
九
期
学
生
の
第
一
回
山
地
行
進
訓
練

を
背
振
山
系
で
実
施
し
ま
し
た
。
副
院

長
の
視
察
、
最
先
任
上
級
曹
長
の
同
行

を
受
け
、
行
進
間
に
お
け
る
応
急
処
置

及
び
患
者
後
送
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

本
訓
練
を
通
し
、
陸
曹
に
必
要
な
指

揮
能
力
及
び
救
護
能
力
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
、
体
力
・
気
力
の
向
上
及
び

団
結
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

自衛隊福岡病院長兼 
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広
報
誌
「
筑
紫
路
」 

 
 

 
 
 

 
 

 

こ
こ
に
記
事
を
書
き
始
め
て
二
年

に
な
り
ま
し
た
。
記
載
を
依
頼
さ
れ

て
か
ら
先
輩
の
記
事
を
参
考
に
、
多

く
の
人
に
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
記

事
を
考
え
て
書
い
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
、
原
点
を
見
つ
め
て
「
筑
紫

路
」
が
広
報
誌
で
あ
る
こ
と
か
ら
配

布
先
を
確
認
し
ま
し
た
。
す
る
と

三
／
四
は
院
外
配
布
で
し
た
。
そ
こ

で
院
外
の
人
に
耳
寄
り
な
情
報
を
載

せ
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。 

 

自
衛
隊
福
岡
病
院
に
は
十
二
月
中

旬
に
新
し
いM

R
I

（
磁
気
共
鳴
診
断

装
置
）
が
更
新
さ
れ
稼
働
し
ま
す
。 

 
 

 
M
R
I

は
磁
力
を
使
っ
て
体
内
を
画

像
化
す
る
装
置
で
、
整
形
外
科
領
域

で
は
首
・
肩
・
腰
・
膝
等
の
診
断
に

使
わ
れ
ま
す
。
放
射
線
を
使
わ
ず
に

痛
み
も
あ
り
ま
せ
ん
。
短
所
と
し
て

撮
影
時
間
が
比
較
的
か
か
る
こ
と
、

装
置
が
高
価
で
予
約
が
取
り
に
く
い

と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。 

 

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
① 

旧
装
置
と

比
較
し
て
、
撮
影
時
間
が
短
く
な
り

約
半
分
の
時
間
で
撮
影
で
き
ま
す
。 

 
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
② 

福
病
は
検

査
予
約
が
取
り
易
く
、
比
較
的
早
く

撮
影
で
き
る
こ
と
が
多
い
で
す
。 

 

穴
場
的
な
自
衛
隊
福
岡
病
院
を
利

用
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

一
節
が
あ
る
。
万
里
一
空
は
長

年
鍛
錬
を
積
み
重
ね
て
き
た
宮

本
武
蔵
の
精
神
的
境
地
を
表
し

た
言
葉
と
さ
れ
、
「
ひ
と
つ
の

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
続
け

る
こ
と
」
「
目
的
、
目
標
、
や

る
べ
き
こ
と
を
見
失
わ
ず
に
励

み
、
頑
張
り
続
け
る
こ
と
」
と

解
さ
れ
る
。
女
子
水
泳
の
池
江

璃
花
子
選
手
、
急
性
リ
ン
パ
性

白
血
病
を
患
い
、
生
死
の
境
を

彷
徨
い
な
が
ら
も
闘
病
し
、
終

に
は
念
願
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
を
果
た
し
た
彼
女
に
ふ
さ
わ

し
い
言
葉
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

も
う
一
人
、
女
子
体
操
の
宮
田

笙
子
選
手
、
今
回
不
祥
事
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
を
辞
退
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
彼
女
の
心

の
中
に
も
万
里
一
空
が
あ
り
続

け
る
こ
と
を
望
む
の
は
私
だ
け

で
あ
ろ
う
か
。 

 

自
衛
隊
福
岡
病
院
が
長
年
頑

張
り
続
け
て
い
る
病
院
建
替
え

に
向
け
た
準
備
工
事
が
始
ま
っ

た
。
す
で
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が

撤
去
さ
れ
、
法
面
や
雨
水
幹
線

沿
い
の
木
々
が
伐
採
さ
れ
て
い

る
。
令
和
九
年
度
末
の
新
病
院

開
院
に
向
け
順
調
な
滑
り
出
し

と
い
え
る
。
一
方
、
懸
案
事
項

も
見
え
隠
れ
し
て
き
た
。
建
設

業
界
の
人
材
不
足
、
週
休
二
日

制
の
導
入
、
物
価
上
昇
等
で
あ

り
、
建
設
費
や
工
事
期
間
等
に

少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
可

能
性
は
受
容
せ
ざ
る
を
得
な
い

で
あ
ろ
う
。
「
万
里
一
空
」
、

職
員
や
関
係
各
位
の
皆
様
と
と

も
に
新
病
院
開
院
に
向
け
一
途

に
準
備
し
て
い
く
所
存
で
あ

る
。 



 

 

 建
替
工
事
に
関
す
る
お
知
ら
せ 
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＃４ 

 
〈 

転
入
者 

〉 

 

〈 

転
出
者 

〉 

《
八
月
一
日
付
》 

建
替
準
備
室 

 

二
等
陸
佐 

木
原 

好
浩
（
久
留
米
へ
） 

総
務
課 

 

三
等
陸
佐 

村
田 

国
成
（
朝
霞
へ
） 

 

三
等
陸
尉 

奥
村 

耕
二
（
北
千
歳
へ
） 

 

陸
曹
長 

 

中
野 

 

功
（
福
岡
へ
） 

管
理
課 

 

二
等
陸
曹 

西
野 

奨
太
（
目
達
原
へ
） 

診
療
科 

 

二
等
陸
佐 

葉
柴 

崇
文
（
久
留
米
へ
） 

 

一
等
陸
尉 

有
井 

大
倫
（
三
宿
へ
） 

 

一
等
陸
尉 

岡
本 

知
也
（
三
宿
へ
） 

 

一
等
陸
尉 

永
井 

悠
太
（
三
宿
へ
） 

放
射
線
技
術
課 

 

三
等
陸
佐 

衛
藤 

利
弘
（
目
達
原
へ
） 

 

陸
曹
長 

 

橋
野 

 

誠
（
小
郡
へ
） 

衛
生
資
材
部 

 

二
等
陸
佐 

塚
田 

 

剛
（
三
宿
へ
） 

衛
生
資
材
課 

 
三
等
陸
佐 

片
桐 

彰
男
（
札
幌
へ
） 

研
究
検
査
課 

 

二
等
陸
曹 

高
木 

麻
里
（
熊
本
へ
） 

看
護
部 

 

一
等
陸
尉 

横
山
め
ぐ
み
（
所
沢
へ
） 

 

一
等
陸
尉 
田
中 

靖
子
（
大
村
へ
） 

 

一
等
陸
尉 
山
崎
千
亜
希
（
飯
塚
へ
） 

 

一
等
陸
尉 

井
本
千
香
子
（
南
那
覇
へ
） 

 

二
等
陸
尉 

石
岡 
星
香
（
那
覇
へ
） 

 

二
等
陸
尉 

井
料
田
陽
香
（
相
浦
へ
） 
 

二
等
陸
尉 

福
田
わ
か
な
（
健
軍
へ
） 

准
看
護
学
院 

 

三
等
陸
佐 

米
川 

麻
美
（
丘
珠
へ
） 

《
六
月
一
日
付
》 

診
療
科 

 

二
等
陸
尉 

鈴
永 

大
貴
（
三
宿
か
ら
） 

 

二
等
陸
尉 

政 
 

佑
宇
（
三
宿
か
ら
） 

 

二
等
陸
尉 

長
谷
川
大
燿
（
三
宿
か
ら
） 

 

《
八
月
一
日
付
》 

企
画
室 

 

一
等
陸
尉 

徳
丸 

卓
生
（
北
熊
本
か
ら
） 

 

一
等
陸
曹 

原
田 

尚
嗣
（
市
ヶ
谷
か
ら
） 

総
務
課 

 

二
等
陸
佐 

馬
渕 

陽
一
（
朝
霞
か
ら
） 

 

二
等
陸
尉 

武
田 

武
士
（
福
岡
か
ら
） 

管
理
課 

 

一
等
陸
曹 

永
田 

公
博
（
那
覇
か
ら
） 

 

二
等
陸
曹 

有
田 

立
夫
（
奄
美
か
ら
） 

給
食
課 

 

二
等
陸
曹 

五
十
嵐
香
織
（
島
松
か
ら
） 

診
療
科 

 

一
等
陸
尉 

浅
野
幸
太
朗
（
三
宿
か
ら
） 

 

一
等
陸
尉 

井
本 

良
敬
（
三
宿
か
ら
） 

 

一
等
陸
尉 

立
川
誠
四
郎
（
三
宿
か
ら
） 

 

一
等
陸
尉 

馬
渕 

春
菜
（
三
宿
か
ら
） 

 

一
等
陸
尉 

山
口 

直
毅
（
三
宿
か
ら
） 

 

一
等
陸
尉 

橋
爪 

 

優
（
三
宿
か
ら
） 

 

一
等
陸
尉 

堀
田 

幸
伸
（
大
村
か
ら
） 

放
射
線
技
術
課 

 

三
等
陸
佐 

平
野 

孝
雄
（
三
宿
か
ら
） 

 

二
等
陸
曹 

有
馬 

隆
史
（
健
軍
か
ら
） 

研
究
検
査
課 

 

陸
曹
長 

 

田
中 

博
己
（
飯
塚
か
ら
） 

衛
生
資
材
部 

 

二
等
陸
佐 

近
藤 

陽
子
（
三
宿
か
ら
） 

衛
材
資
材
課 

 

二
等
陸
佐 

山
本 

善
行
（
熊
本
か
ら
） 

 

三
等
陸
佐 

田
中 

敬
三
（
仙
台
か
ら
） 

 

一
等
陸
尉 

氏
家 

憲
吾
（
伊
丹
か
ら
） 

看
護
部 

 

一
等
陸
尉 

脇
田 

千
夏
（
健
軍
か
ら
） 

 

一
等
陸
尉 

下
水
流
文
乃
（
健
軍
か
ら
） 

 

一
等
陸
尉 

菅
原
美
也
子
（
真
駒
内
か
ら
） 
 

二
等
陸
尉 

西
川 

未
来
（
春
日
井
か
ら
） 

准
看
護
学
院 

 

三
等
陸
佐 

城
井
美
穂
子
（
熊
本
か
ら
） 

人 

事 

往 

来 

 

准
看
護
学
院
（
学
院
長
：
松
尾
二
佐
）
は
令
和
六
年

七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
の
間
、
第
四
十
九
期
学
生

の
水
難
救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
病
院
長
の
視
察
を

受
け
、
晴
天
の
中
、
海
で
の
溺
者
救
助
法
、
消
防
夫
搬
送

を
演
練
し
ま
し
た
。
水
難
救
助
法
の
知
識
・
技
術
を
概
ね

習
得
し
、
そ
の
重
要
性
と
難
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
水
泳
を
苦
手
と
す
る
学
生
も
い
ま
し
た
が
、
助
け

合
い
な
が
ら
全
員
で
訓
練
を
や
り
遂
げ
ま
し
た
。 

 
 

福
岡
う
ど
ん
と
い
え
ば

「
ご
ぼ
天
う
ど
ん
」
で
す
。

当
駐
屯
地
の
「
ご
ぼ
天
う
ど

ん
」
は
、
歯
ご
た
え
の
良
い

ご
ぼ
天
、
い
り
こ
・
昆
布
・

鰹
に
よ
る
こ
だ
わ
り
の
ト
リ

プ
ル
だ
し
、
甘
辛
く
炊
い
た

牛
肉
の
組
み
合
わ
せ
が
食
欲

を
そ
そ
る
大
人
気
の
一
品
で

す
。 

 

四
月
か
ら
準
備
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
工
事
内
容
は
雨
水
幹
線
の
改
修
、

樹
木
・
構
築
物
の
撤
去
等
で
す
。
地
域

の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

雨水幹線の改修 樹木等の撤去 

雨水幹線 


